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令和７年度（2025 年度）第１回北海道こども施策審議会 

こども施策部会こどもの権利擁護在り方検討ワーキンググループ議事録 

 

日 時：令和 8 年(2026 年)１月 27 日（火）15:30～16:30 

場 所：道庁本庁舎塔屋第２号共用会議室 

出席者：別添「出席者名簿」のとおり 

議 題：別添「次第」のとおり 

 

≪開 会≫ 

 

【子ども政策企画課 久保課長補佐】 

それではただいまから、令和 7 年度第 1 回北海道こども施策審議会議こども施策部会こ

どもの権利擁護在り方ワーキンググループを開催いたします。本日はお忙しい中ご出席を

いただき、ありがとうございます。 

議題の座長の選出が終わるまでの間、進行を務めさせていただきます。保健福祉部子ども

政策局子ども政策企画課課長補佐の久保と申します。よろしくお願いいたします。本ワーキ

ンググループは、対面とオンラインを併用したハイブリッド形式での開催とさせていただ

いております。 

開催にあたっての留意事項ですが、発言される場合には、毎回名前をおっしゃってから発

言をお願いしたいと思います。 

また、本日、亀井委員、谷渕委員におかれましては、オンラインでのご参加となっており

ます。亀井委員、谷渕委員におかれましては、発言されるとき以外はマイクをミュートにし

ていただきたくよろしくお願いいたします。 

 

≪委員紹介≫ 

第１回目のワーキンググループの開催となりますので、開会に先立ちまして、本ワーキン

ググループに参画いただく委員をご紹介させていただきます。 

北海道大学大学院の川田委員です。 

 

【川田委員】 

川田でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

【久保課長補佐】 

次に日本労働組合総連合会北海道連合会の菊地委員です。 
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【菊地委員】 

菊地です。よろしくお願いします。 

 

【久保課長補佐】 

北星学園大学の中村委員です。 

 

【中村委員】 

中村です。よろしくお願いいたします。 

 

【久保課長補佐】 

続きまして、北海道保育協議会の亀井委員です。 

 

【亀井委員】 

よろしくお願いします。 

 

【久保課長補佐】 

 札幌弁護士会の上岡委員です。 

 

【上岡委員】 

 よろしくお願いします。 

 

≪開会挨拶≫ 

【久保課長補佐】 

本日、まだご到着されていませんが、このほかに北海道小学校校長会の髙梨委員、北海道

PTA 連合会の谷渕委員が遅れての出席となります。 

また、黒川委員から本日、欠席のご連絡をいただいております。 

それでは開会にあたりまして、子ども政策局子ども政策企画課、工藤課長からご挨拶を申

し上げます。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

子ども政策企画課長の工藤でございます。本日のワーキンググループですけれども、第１

回目の開催ということになりますので、開催に先立ちまして、簡単にご挨拶をさせていただ

きます。 

改めまして、委員の皆様方におかれましては、大変お忙しい中、本日ご出席を賜りまして、

心からお礼を申し上げます。 
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また、日頃から我々のこども施策をはじめとしまして、道の保健福祉行政の推進に当たり

まして特段のご支援とご協力を賜り、重ねてお礼を申し上げます。 

さて、本ワーキンググループでございますけれども、昨年 10 月に開催をいたしました親

会になります、こども施策審議会におきまして、この設置についてご審議いただきまして、

了承いただいたところでございます。このワーキンググループでは、昨年４月に施行いたし

ました、北海道こども基本条例検討段階におきまして、審議会委員の皆様をはじめとしまし

て、道民の皆様方から多くのご意見をいただきました、こどもの権利の周知や擁護に係る取

組につきまして、国の動向、また、他自治体などの取組も踏まえつつ、少し時間をかけなが

ら、丁寧に検討を進めていきたいと考えているところでございます。 

こうしたことから、本日は、本ワーキンググループにおけます検討事項や、これまでの国・

道の取組概要などにつきまして、皆様と共有するといったところから検討をスタートさせ

たいと考えているところでございます。 

委員の皆様方におかれましては、忌憚のないご意見をいただきますようお願いを申し上

げ、簡単でございますけれども、開会の挨拶とさせていただきます。本日はどうぞよろしく

お願いします。 

 

≪議題≫ 

【久保課長補佐】 

本日の事務局の参加者につきましては、お手元に配付しております事務局出席者名簿等

をご確認いただきたいと思います。 

続いて、配付資料の確認をさせていただきます。本日の資料でございますが、会議次第、

出席者名簿、事務局名簿、議題の資料として、次第の下段に記載してございますが、資料１

から資料５の資料を配付しております。資料に不足等、ございませんでしょうか。議事が進

行していく中で不足等ございましたら、お声がけください。 

続きまして、本日のワーキングですが、概ね１時間程度を予定してございます。 

それでは、議題１の座長の選出についてでございます。本ワーキンググループ設置要綱第

３条第２項の規定により、座長は構成員の互選により選出することとされております。委員

の皆様からご意見、御推薦等が特になければ、事務局から提案をさせていただきたいと思い

ますが、いかがでしょうか。 

 

※ご意見、推薦なし 

 

ありがとうございます。それではこどもの発達や、権利について幅広い見識をお持ちの川

田委員にお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

それでは、川田座長から一言、ご挨拶をお願いします。 
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【川田座長】 

皆さん、改めまして、どうぞよろしくお願いいたします。 

こども施策審議会の親会の方の会長も大役を仰せつかっておりますけれども、このこど

もの権利擁護のことについて、これは昨年から最も重要な議題として、継続審議しようとい

うことで進めてまいりましたので、今年度、条例、計画が整ったところで、ワーキンググル

ープというところで、具体的な中身をこれから詰めていくということになりますので、私の

方は大変力不足でありますけれども、皆さんのご協力をいただいて、良い方向で進められれ

ばと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【久保課長補佐】 

それでは、これ以降の審議につきましては、川田座長にお願いしたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

 

【川田座長】 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、続きまして議題の 2、「こどもの権利擁護在り方検討ワーキンググループにお

ける検討事項について（案）」につきまして、事務局から説明をお願いいたします。 

 

【久保課長補佐】 

それでは、私の方から資料１「ワーキンググループにおける検討事項について」本資料に

基づきまして、ご説明させていただきます。本資料につきましては、昨年 10 月 27 日に開

催いたしました、第２回こども施策審議会において、ご承認いただいたところですが、本日

第１回目のワーキングの開催ということで、改めてご説明させていただきたいと思います。 

本ワーキンググループの検討事項になりますが、１つ目といたしまして、「こどもの権利

の周知・普及啓発について」になります。 

こちらは、昨年４月に北海道こども基本条例を施行したことに加えまして、こどもの権利

などについて、こどもが楽しみながら学べるデジタルスタンプラリーや、理解の促進を目的

としたパネル展などの周知・普及啓発に取り組んでまいりました。 

資料のご説明の途中ですが、髙梨委員がお見えになりましたので、ご紹介いたします。 

 

【髙梨委員】 

北海道小学校長会の事務局幹事をしております、札幌市立大倉山小学校校長の髙梨と申

します。よろしくお願いいたします。 

 

【久保課長補佐】 

引き続き、説明いたします、取組の概要についてになりますが、こちらの方は後ほど、ご
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説明させていただきたいと考えておりますが、こうした取組のほか、より多くの道民の皆様

にこどもの権利について正しく知っていただくための効果的な手法についてご検討いただ

きたいと考えているところでございます。 

２つ目、「こどもの権利擁護の在り方について」でございます。北海道こども基本条例の

制定に向けた審議会での議論の中で、こどもの権利の周知擁護についてたくさんのご意見

をいただいたところでございます。今年度以降も継続して審議いただくこととしておりま

したことから、本道におけるこどもの権利擁護の在り方について、ご検討いただきたいと考

えているところでございます。 

こどもの権利の周知・普及啓発につきましては、後ほど道の取組について、別途、説明さ

せていただきますので、その際、ご意見をいただければと考えているところでございます。 

次のページをご覧ください。検討項目の案についてです。本日のワーキンググループでは、

先ほどご説明申し上げました検討事項と、これまでの国・道の取組の概要のご説明をさせて

いただきますが、事務局といたしましては、次回以降の記載にありますとおり、これまでの

国・道の取組の詳細や民間・公的相談機関の取組のほか、必要に応じまして、このワーキン

ググループにおいて、自治体や関係機関等のご担当者からオンラインなどにより、ヒアリン

グを実施したいと考えているところでございます。これらの項目について検討をされまし

た後、適宜のタイミングで論点整理や議論の取りまとめ等を行っていくことを考えてござ

います。委員の皆様におかれましては、これらの項目のほか、このようなことについても検

討が必要ではないかなどのご視点がございましたら、ご意見をいただければと考えてござ

います。議題２についての説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

 

【川田座長】 

ありがとうございました。それではただいまの資料１のご説明につきまして、ご質問等あ

りましたらお願いいたします。 

オンラインの先生方もご意見等ありましたら、ミュートを外してご発言いただく形でお

願いいたします。 

私から１つ。ヒアリングを行う自治体などは、どのような形で決めていくのでしょうか。 

 

【久保課長補佐】 

ヒアリングを行う自治体につきましては、実際にこどもの権利擁護に取り組んでいる自

治体等に対するヒアリングを考えておりまして、このワーキンググループでご相談させて

いただきたいと考えております。 

 

【川田座長】 

候補のリストを作っていただいて、それを皆さんで見て決めていく。道内も道外もという

ことですね。 
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【工藤子ども政策企画課長】 

はい。我々考えておりますのは、道内でも何箇所か自治体で設置されているところもあり

ますし、北海道内でどんな取組をされているのかということですとか、他県でも数県、取り

組みされているところもありますので、そうした取組も含めて、どういうところからヒアリ

ングしていくかということも併せてご意見いただればと思います。 

 

【川田座長】 

はい。わかりました。そのほかいかがでしょうか。よろしいですか。次回以降、具体的な

ところを詰めていくということで、今日は大枠の方針をお示しいただいたということで。 

続きまして、議題の３ということで、「これまでの国・道の取組（概要）」について事務局

から説明をお願いいたします。 

 

【大森主幹】 

それでは、議題の３につきまして、子ども政策企画課、私、大森からご説明させていただ

きたいと思います。 

資料２をご覧いただけますでしょうか。資料２に国の取組を掲載しておりまして、こども

の権利の周知、普及啓発に関する取組といたしまして、全てのこどもが信頼できる大人に自

分の思いや悩みを打ち明けることができる環境づくりに向けた取組を検討するため、こど

も家庭庁の若手職員や民間企業、自治体からの出向職員で構成する「こどもの悩みを受けと

める場に関するプロジェクトチーム」を一昨年 11 月に発足させました。 

このプロジェクトチームの取組の一環といたしまして、こどもや大人などに対する積極

的な効果的な広報、働きかけを実施しているほか、こどもを対象にした官民の相談窓口の実

態などを把握整理することを目的とした調査研究を昨年 10 月から開始しております。 

また、相談することを迷っている方へのメッセージや相談することの効果を紹介する、こ

ども・大人向け動画や漫画を昨年 11 月に公開しているというところでございます。 

次に、こどもの権利の権利擁護の在り方につきましては、国が策定いたしました、こども

大綱を踏まえて、全国自治体に対し、相談救済機関の設置運営状況等を一昨年 11 月から調

査を実施し、昨年 8 月に結果が公表されました。 

次年度につきましては、モデル事業を実施し、地方公共団体におけるこどもの権利擁護の

体制整備に向けたガイドラインの策定を目指すこととされております。 

次のページには、国が実施するこどもの権利擁護に関する具体の事業資料を掲載してお

ります。こども家庭庁の資料なんですけれども、後ほどご覧いただければと思います。 

次のページ、３ページ目をご覧ください。ここからは、道の取組についてご紹介いたしま

す。 

昨年４月に施行いたしました、北海道こども基本条例に基づき各般の取組を実施してま

いりました。１つ目が議題２でも少し触れさせていただきましたが、こども自ら、または家
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族と楽しみながら権利について学ぶデジタルスタンプラリーです。 

こちらは各市町村に用意された公園や公共施設などのスタンプ取得場所を３か所巡りま

して、各スポットで出題されます、こども基本法に関連したクイズに回答・正解してスタン

プを３つ獲得するとお米券や、お菓子の詰め合わせといった景品に応募できるという内容

で、昨年の７月 19 日から 11 月 30 日にかけて開催し、多くの方々にご参加いただきまし

た。 

２つ目は、パネル展です。こどもの権利や基本法についてわかりやすく紹介するパネル展

を、道内各地のイオンなど商業施設等で開催いたしまして、たくさんの方にご覧いただくこ

とができました。 

３つ目は、こどもの成長を支援する仕事に従事されている大人を対象としたオンライン

セミナーです。こちらは、こどもの意見を聞くためのファシリテーションスキル向上講座と

いたしまして、昨年 11 月 26 日に開催し、ミニワークなどを通じまして、実践的なスキル

を学んでいただきました。 

４つ目は、こどもの意見反映推進事業です。こちらは次のページをご覧いただきながら説

明させてください。事業の流れといたしましては、資料のとおり、対面実施、インターネッ

トアンケートで、市町村や学校における任意の取組といった内容で意見を聴取いたしまし

て、いただいた意見を各施策の担当課で精査いたしまして、その内容を各学校にフィードバ

ックして、いただいた意見もちゃんと施策の中に参考させていただく、アンケートに反映さ

せていただく。こういった取組をさせていただいております。 

今年度、令和７年度につきましては、資料右側に記載されております。10 のテーマに基

づき、こどもたちから直接意見を伺っております。 

また、今年度実施した学校は、道内の小中高校、特別支援学校合わせて 47 校となってお

ります。 

５つ目はハンドブックです。こちらは、次のページでご説明させてください。現在作成中

ではございますけれども、こどもや大人がこどもの権利について話し合う機会を提供する

ことなどを目的としまして、審議会の皆様からいただいたご意見も踏まえながら、作成を進

めておりまして、学校等で配布をしたいと考えております。この５ページ目のところは、表

紙と困っているこどもたちがいらっしゃった場合に相談できるように連絡先を掲載したペ

ージ、裏表紙のページとなります。 

１枚めくっていただいて６ページにはこどもの権利について、問いかけるページです。そ

して、こどもまんなか社会、いろんなところで聞いたことがあるかと思うんですが、これは

どういうことなのかという内容を説明するページです。 

また、１枚めくっていただきまして、こどもまんなか社会はどうやったら近づいていくの

かというところで、こどもの権利について、こどもたちに知っていただくことが大事であろ

うということで、こどもの権利の４つの原則、「差別のないこと」、「こどもにとって最も良

いこと」、「命を守られ成長できること」、「こどもが意味のある参加ができること」、その部
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分を周知するページを設けているところでございます。 

６つ目は、2 ページ目の国の意見表明等支援事業を活用した一時保護児童等の権利擁護に

関する事業を実施してございます。 

資料にはございませんが、ハンドブックの内容を基に動画を作成しております。制作の途

中ではございますが、こちらのモニターの方で作成途中のものをご覧いただけます。今、準

備いたしますので、少しお待ちください。 

 

※動画上映（約３分半） 

 

以上でございます。説明を続けさせていただきます。資料３「こどもの相談救済機関の設

置運営状況等に関する国の調査結果について」をご覧ください。 

国の取組の中でご説明させていただいた、国の調査結果の概要についてまとめたものと

なっております。 

国では、地方公共団体における相談救済機関の設置、取組の実態を把握するとともに、全

国の好事例を収集することなどを目的としまして、都道府県と市区町村へのアンケート調

査を実施されました。 

調査結果でございますが、調査対象 1788 自治体のうち、回答は約半数の 916 自治体です

けれども、全国で 51%、次に道については、73 自治体で 40%と道内で５割に満たない回答

率であったことから、道内市町村に対し、同様の調査項目により、道独自に昨年９月に調査

を実施しました。 

調査結果につきましては、資料４「こどもの権利の周知や擁護に関する道調査結果」をご

覧ください。道内市町村における調査結果ですが、168 の自治体から回答いただき、相談救

済機関ありは５自治体、こちらは設置している１自治体から回答がなかったことから、実際

には６自治体で設置があると承知をしております。 

相談救済機関なしは 163 自治体でこのうち、設置に向けた検討を開始する予定が具体に

あると回答した自治体は、２自治体、検討中と回答した自治体は 25 自治体で、検討予定な

しの自治体を 135 自治体となってございます。 

私からの説明は以上となりますが、引き続き、こどもの権利の周知、普及啓発に取り組む

に当たりまして、皆様から忌憚ないご意見をいただければと存じます。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 

【川田座長】 

それでは、これまでの国や道の取組を概略説明いただきましたが、説明内容につきまして

ご質問等ございましたらお願いいたします。 

かなりたくさんありましたので、少し考えていただいて、考えていただいている間に私の

方からいくつか。 
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道の取組でスタンプラリーがありましたけれども、スタンプラリーはどのくらいの方が

参加いただいたのかっていう数字はありますか。 

 

【大森主幹】 

ございます。実際に参加された方は 1200 人を超えてございます。 

 

【川田座長】 

属性もわかるんですか。年齢とか。 

 

【子ども政策係 星主任】 

年齢、属性につきましては、現在、委託をしている業者の方に精査を依頼しているところ

です。 

 

【川田座長】 

それはまた、ワーキングの方でシェアいただける。 

 

【星主任】 

はい。 

 

【大森主幹】 

参加登録者数が、1242 人。 

 

【川田座長】 

もうひとつのオンラインセミナーも何か面白い取組ではないかと思ったんですけど、こ

ちらの参加者はどんな顔ぶれの方が参加くださったのか。 

 

【大森主幹】 

はい。こちらは合わせて 88 名。主に学校の教職員の方に参加いただいてございます。 

学校の現場でこどもたちの意見を受け止めた上で、クラスの運営に活かしていきたいで

あったり、中には親御さんとのコミュニケーションをとるときの伝え方であったり、先生方

は学校現場で課題意識として持っているところについて、ファシリテーター、講師の先生に

質問をして、それについてキャッチボールをしながら、具体的に解決方法、テクニックを学

ぶような機会になったんじゃないかなと思います。 

 

【川田座長】 

オンラインだからそれなりに広域に参加いただいた感じでしたか。 
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【大森主幹】 

はい。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

すいません。今テーマにあがっている、資料 2 の 3 ページのところですが、こういうこ

とをやった趣旨ですが、今年度、昨年４月に北海道ではこども基本条例を施行しました。こ

どもの権利というものを広く、こども自身はもちろんですけれども、道民の皆様に広く知っ

ていただこうということで、今年度、力を入れて、いろんなことで取り組んでいこうと思っ

ている中で、やってきたものをご紹介させていただいたところでございます。 

デジタルスタンプラリーですが、これは親子で地域をまわって楽しみながらこどもの権

利を学んでいただこうと思い取り組んだものでございますし、２つ目のパネル展というの

は、パネル展は一般的に我々、振興局、行政機関でやったりするんですけども、なかなか一

般の方が振興局に来てもらえるということは少ないかなと思いまして、なるべく広く知っ

ていただくためには、商業施設など人の集まるところでやりたいなということでありまし

て、今年度はイオンさんにご協力いただいて、道内 14 振興局、全道域でパネル展をやらせ

ていただいたというところでございます。 

また、オンラインセミナーですけれども、学校で日頃こどもたちと関わっている先生方も、

こどもたちの意見を引き出す、ファシリテートするっていうところの実質的なものも含め

てですけれども、ご参加いただける先生にはいただきたいということで、２回開催をさせて

いただいたところです。 

今年度は条例が施行した節目の年ということで、こういう取組をある程度予算を確保し

てやってきました。 

一方で、今後、この条例は作ったから終わりではなくて、これを続けていかなければなら

ないということでございます。 

そうした観点で、今後、息の長い取組として、広く道民の皆様にこの基本条例を知ってい

ただくというよりは、こどもの権利を知っていただくっていうことなのかなと思うんです

けれども、我々行政としてどういうふうに気をつけて取り組みをしていくべきであるかで

すとか、こんな取組を、もし可能であれば必要ではないかみたいな視点で、ご意見がありま

したら、我々もお聞きをしながら、こどもの権利の周知を考えていきたいと思っているとこ

ろでございます。 

ちなみに、ハンドブックにつきましても今作っておりまして、先ほど説明もありましたけ

れども、可能であれば、出来次第、道内の小学校、中学校、高校などに提供させていただい

て、学校でも活用していただきたいなと思っているところでございます。 

ほかにも何か、こんな視点で取組をやる必要があるのではないかとか、そういうようなア

イディアやご意見等ございましたら、伺えればと思います。 
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【川田座長】 

髙梨委員、お願いします。 

 

【髙梨委員】 

北海道小学校長会の髙梨です。今、工藤課長のお話を聞いて、自分なりに今までの経験か

ら、周知していく方法の一つ考えたことを話します。もちろんこども自身に周知を図るとい

う、このような取組もすごく大事だと思いますが、③のオンラインセミナーで教職員が参加

されていたという実績があるのであれば、参加を募るというよりは、是非、教育委員会、教

育庁と連携を図り、悉皆で行う教職員研修に、こどもの権利条例の理解についての講義を位

置付けるとよいのではないかと思います。 

特に初任段階の研修では知ってもらうだけではなく、併せてこのオンラインセミナーで

やったような、こどもの意見を引き出す、取り入れるという手法をグループワークでやると、

より効果的なのではないかと思います。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

ありがとうございます。ちなみにこういう先生向けの研修を開催する場合、タイミング、

時間は、平日日中ですと授業があろうかと思うんですけれども、そうすると複数パターンが

よろしいんでしょうかね。夜間がいいのか、土日も恐らくいろんな授業の準備など難しいの

かなと思いまして、我々も今年、試行錯誤しながら取り組んでまいりました。 

 

【星主任】 

今年は平日夕方から時間を少しずらして、２回 11 月と 12 月に開催させていただきまし

た。教育庁や札幌市教育委員会からもアドバイスをいただいて、可能な限り時間に配慮した

ところです。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

我々も悩みながら進めてきたところです。決まった正解があって、それをやっているわけ

でもないので、本当に我々、手法、時間帯も含めて試行錯誤しながら、どういう形が一番効

果的に実施できるのか、こうしたワーキンググループ、審議会も含めてなんですけど、委員

の皆様方からご意見をいただきながら、取組を円滑に進めていければと考えております。 

 

【川田座長】 

今の点いかがですか。 

 

【髙梨委員】 

オンデマンドやオンラインでの研修に、必要感を持って前向きに受講する教職員もいま
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すが、多くの参加は期待できないと考えます。例えば、初任段階の研修には、選択制の講義

がありますから、その中の１つとして、道の施策としても、必ず教職員に知ってもらいたい

ものを連携させていくようにできるのではないかなと思います。 

教職員にとっては、オンデマンドという形が自分の都合の良い時間に受講できるので、良

いのではないでしょうか。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

教育庁さん、教育委員会さんと連携、ご相談させていただきながら進めていきたいと思い

ます。 

 

【川田座長】 

私は学校の先生、幼稚園、保育園の先生の研修をやるんですけれども、今、オンデマンド、

おっしゃっていただいたような形で、ただ動画だけを作るというよりは、当日ライブで参加

できる方は参加して聞いていただいて、グループワークにも参加するんだけれども、講師の

話の部分だけ、簡単にレコーディングできますので、後で URL 配布して、一定期間視聴で

きるようにする形が多分、一番負担も少なく、お金もかからずできる。 

ライブで参加したけど、もう 1 回聞き直したいって人もいるんですよね。そういうこと

もできるので、有効な方法ではないかなと思います。 

そうすると時間はあんまり考えすぎなくてもいい。基本的には勤務時間の中で設定した

方がいいと思うんですよ。 

 

【髙梨委員】 

そうですね。 

 

【川田座長】 

授業が終わって、放課後になったあたりのところで。ただ、そこでも難しい方もいると思

うので、オンデマンドであとは自分の裁量で。 

 

【菊地委員】 

関連してよろしいでしょうか。 

 

【川田座長】 

はい。菊地委員。 

 

【菊地委員】 

菊地です。11 月 26 日の時間に先生方はどのような位置付けで出たのかなとは思うんで
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すよね。学校に行ったら勤務中だから研修として出たのか、年休取って出ることにはならな

いとなったときに、長期休業中の昼間の時間というのは結構有効なのかなというふうに思

います。自宅でも研修できますし、学校に来ても出来ると思います。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

 夏休みや冬休みの期間。 

 

【菊地委員】 

そうですね。春休みは忙しいと思うので、冬休み夏休みは効果的かなというふうに思いま

す。あと、髙梨先生がおっしゃっていたみたいに初任段階研修に位置付けるというのは、若

い先生にこういうことを知識として身に付けてもらいたいと思うので、それも良いと思い

ました。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

 ありがとうございます。 

 

【中村委員】 

 よろしいですか。 

 

【川田座長】 

 はい。中村委員。 

 

【中村委員】 

中村です。これまでのこれらの取組のほかに、今後、より多くの道民に効果的な手法を考

えていこう。そういうことですよね。非常に難しいなと思って。 

ただし、今、話題になっていたように、何か今年度したものを全く新しくするっていうこ

とよりも、何か繋がっているということがあった方が、先ほどのオンデマンドもそうですし、

オンデマンド作るのは本当に短い時間の方がいいです。90 分見るとかいうと、もう見ない

ので、30 分とか 45 分でコンパクトになっているものだったら見るし、もう１回見ることも

できるかなと思いました。 

具体はまた次回と思のですが、例えば、先ほどのこどもまんなか社会へのハンドブックの

中で４つあって、例えば４番目の「こどもが意味のある参加ができること」これはすごい難

しいと思います。「こどもが意味のある参加」とはどういうことか。というようなことを少

し砕いてグループワークできるとか、そういうことの方がより繋がっていくんじゃないか

なと、今日の時点では思いました。 

多分、すっと「そういうことか」と思うけど、実際にはどういうことなんだろうと思うん
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ですね。 

【川田座長】 

 そうですね。 

 

【中村委員】 

「こどもが意味のある参加」そういうことをかみ砕けば、こどもさんにも大人にもわかる

んじゃないかなと思いました。 

今年やったことを無駄にしない方がいいという趣旨です。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

そうですね。そういう流れがあるということですね。 

 

【上岡委員】 

※挙手 

 

【川田座長】 

上岡委員、お願いします。 

 

【上岡委員】 

今の中村先生のご意見を踏まえまして、少し別の観点から、今はどちらかというと、大人

に対する研修というところがメインになっていると思います。 

こどもに直接伝えるっていうところをどうやっていくか。まだ具体的な案を持ち合わせ

ているわけではないですけれども、そこもやはりすごく大事かなと思っていて、お子さんと、

弁護士会の出前授業で人権問題について講義をしてほしいみたいな形で接すると、そうい

うことが自分たちに認められているっていうことを知らないことがすごく多くて、やはり、

そういう自分たちが権利の主体なんだというところをきちんとわかってもらうことが、こ

ども基本法の理念だと思うので、客体ではなくて主体だというのがすごく大事なポイント

だと思います。 

そこは何かしらの法則を検討する必要がある。そのために、今これから話し合うというこ

となんだと思うんですけれど、そういった意味で、中村先生がおっしゃったように、今回ス

タンプラリーでお子さんたちが楽しく学べたと思うので、私、すいません不勉強でこのスタ

ンプラリーの内容を具体的なところまではわからないですけれども、どんなクイズをやっ

て、どういう形でこどもたちが楽しんで参加できたかっていうようなところを少し具体的

にフィードバックしていただいて、それを何かしら教材の形にできないかとか、それぞれの

学校の先生にやっていただくのか、もしくは、民間の学童保育さんとかそういうところでも

展開をするのかとか、実際のやり方はともかくとしても、せっかくこういうことをやられた
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ということなので、それを普遍的な教材にできないかというところも併せて重要だと感じ

ました。 

 

【川田座長】 

こどもまんなかスタンプラリーのクイズは割とざっくりですよね。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

はい。 

 

【川田座長】 

多分、権利というところの中身までは（及んでいない）。 

 

【上岡委員】 

この４つ（原則）があるよみたいな感じですか。 

 

【川田座長】 

こどもまんなか社会っていうのはこういうものだよっていうような感じで、パネル展に

なるともう少し情報量があって、それで先ほどのハンドブックはその４つ（原則）があるん

だとか、多少体系的に説明するものにはなっているので、その次のことを今おっしゃられて

いたんだと思うんですよね。 

それは確かに次年度以降の課題かなと思います。 

 

【髙梨委員】 

 よろしいですか。 

 

【川田座長】 

はい。髙梨委員、お願いします。 

 

【髙梨委員】 

上岡先生のお話を聞いていて、札幌市でもそうですけど、弁護士会の先生方が学校に来て

くれて、人権擁護や児童虐待などについて、道徳の授業と関連させて、出前授業してくれる

というパッケージがあるのですが、弁護士の先生方に、ゲストティーチャーとして、出前授

業という形でこどもたちに専門的な知見からお話していただくなどという直接体験を結構

大事にしています。やってみてよかった実践を教育課程に位置付けるということも各学校

で進んできているので、そういった出前授業というパッケージを作って学校に広報するの

も一つの方法だと思いました。 
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【川田座長】 

実際、札幌市の小学校かなりの数があると思うんですけど、弁護士会はどのくらい対応で

きるようなんですか。 

 

【上岡委員】 

全てとなると、厳しさはあるかもしれないですけれど、毎年全部の学校が難しければ、も

う少し今年は「ここで」というようなところで、時期などをずらしてということであれば、

恐らく検討の余地もあるかもしれないです。多分、そういうこともあり得るとは思いますし、

教材としてある程度のものができれば、現場の先生とも一緒に最初はやって、２度目は学校

の先生だけで対応していただくというようなこともあり得るのかなと思うので、そこは少

し現実的な路線を見ていくことで対応していけたらと思っています。 

 

【川田座長】 

教材ですね。ハンドブックの先を考えると。もう少し教育現場などでじっくり使っていた

だけるような共通の教材、北海道版の教材作成ができるっていうのはかなり魅力的ではあ

りますけどね。 

 

【上岡委員】 

上岡です。「なんでやねんすごろく」聞いたことありますか。どこが作ったかが、今出て

こないんですけど、この間、それをモチーフにしたこどもの人権の授業を学童保育で弁護士

会がやったんですけど、こどもたちが「もやもや」っと考えることを「なんでやねん」と表

現をしていて、「何で大人はご飯のときにビール飲んでいいのに、こどもはジュース飲んじ

ゃダメなの？」とか、そういうことから、あとは「お兄さんだけ怒られて、弟は怒られない」

とか、いろいろなこと、もうちょっと深刻なこともなんですけど、それをすごろくでやって

いくっていう教材がすごく面白いなと思ったので、それは「なんでやねん」なので、関西の

こどもたちが楽しくできるものですけれど、何か北海道でも、北海道ならではの教材がすご

く良いのではないかと感じました。 

 

【中村委員】 

 関連で１点と、全く別件１件。関連の方で言うとそんなに簡単にうまくいくとは思わない

んですけど、例えば、いろんな大学でもそういう事例があると思うんですけど、私の大学の

経済法学科という法律の先生のゼミで毎年、近隣の大谷津東小だったと思うんですけど、ゼ

ミ生が準備をして、それを授業にする。何回かやり取りして、年によってテーマは変わりま

すけど、小学生に権利のことを、伝えてやり取りするからずいぶん良い授業になっているけ

ど、それをやるにも、すごいエネルギーが要るわけですよね。変なこと言っちゃうと困っち

ゃうので。そんなやり取りも、逆に学生が行くから、多少のハードルの低さが受ける側も面
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白くやり取りしているというのは続いています。いち小さな事例なんですけど、そういうこ

ともやっています。 

 

【上岡委員】 

私の所属している弁護士会の法教育委員会という委員会がお手伝いさせていただいてい

ると思います。模擬授業という形で弁護士を相手に、まず授業をしてくださって、そこでち

ょっと指摘させていただいて、学生さんが実際に小学校に行くという。 

中村先生がおっしゃるとおり、学生さんが授業をやるっていうことでお子さんたちがお

兄さんお姉さんが教えてくれるということで、すごく親しみやすくて良い授業になってい

るなと思っています。 

 

【中村委員】 

 ありがとうございます。別件で、この資料４のことで何を言いたかったかっていうと、相

談救済機関の設置を「検討予定なし」の自治体が８割を超えるわけですよね。もちろん規模

とかによって難しいこともわかるんですけど、ざっくばらんに申すと、「これでいいのかな」

という感想を持ったってことなんですけど。検討ぐらいしたらどうかという。 

 

【川田座長】 

そうですね。多分、情報がなく何だかわからないということだと思います。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

 おっしゃるとおりだと思います。 

 

【中村委員】 

多分、アンケート見ても、これ一体何のことかと。 

 

【川田座長】 

だからそこもある意味教材がいる。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

おっしゃるとおりで、国でも相談の救済ってどういうことって定義がないんです。 

救済ってどういうことという、その定義がない中で、自治体にするとどんなものが相談救

済機関に当たるのか全然イメージが湧かないというところだと思うんです。 

国でも今明確なものはないものですから、それを来年度、先行している自治体の相談救済

機関の知見を取りまとめて、一定程度のガイドラインを作っていきたいというのが今の方

針です。 
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まだ国レベルでも、ふわっとしている中で、今後の検討課題と思っている自治体も多いの

かなと思っています。 

 

【川田座長】 

道内でも６自治体あるわけです。札幌市も含めて大きいところもあれば、町レベルの小さ

いところまでやっていますよね。 

ですので、そういう自治体規模、リソースも違うけれどもこういう形でやっているよとい

うものが、少しリーフレット的になればイメージもつきやすくなってくるのかなと思いま

す。 

 

【工藤子ども政策企画課長】 

今後、このワーキンググループの中でも先行してやっている、設置されている自治体のヒ

アリングなども盛り込みながら、議論を深めていきたいと思っています。 

 

【中村委員】 

関連で。以前、障がいの領域の苦情解決の仕事をしていたことがあって、すごい（苦情が）

多いわけですよ。 

だけど、小規模の具体のところで苦情解決のことを「ねばならない」じゃないけど、設置

することを知らないんですよね。 

つまり、自分のところで起きているのに、そういうものを今後作ってくださいって言って

も全然動けない。情報もなければ、どうしていいかもわからないっていうことがあったので、

全く分野が違いますけど、そういうこともあるのかな。知れば、検討ぐらいできる。そうか

なと思って。わからないのかなと思うんですよ。国もそうであれば。 

だから、やっているところは必ず好事例になりますよね。やっていることがすごい。まず

は。 

でも、あのようには真似できないみたいなことになるとまた気持ちが盛り上がるという

か。 

 

【川田座長】 

ですから好事例の出し方も難しいんですよね。キラキラしすぎていると萎縮しちゃうっ

ていうのがあるから、みんなそれぞれ、いろいろ限られたリソースの中でやっているところ

で、一歩踏み出せるようなところの支援というのが必要かなとは思いますけどね。 

 

【髙梨委員】 

今年度、全国の校長会の大会に参加したときに私が感じたのは、特に関西の方だと、部落

差別などがまだ続いているということもあり、人権教育への熱量の違いです。北海道は、い
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ろんな地域から人が集まってきた歴史があるので、人種差別をはじめ、いじめやこどもの権

利擁護など今まさに取り組まなければならない問題ではありますが、「人権問題」への取組

に対しては、他人事感があり、他地域との温度差を感じたところです。そういった背景から、

なかなかこどもの権利擁護に対して絞ってやっていきましょうとなったときに、熱量を持

って取組を進めていくのは本当に難しそうだなと感じたところです。 

 

【川田座長】 

オンラインでご参加いただいている亀井委員と谷渕委員はいかがですか。こちらの声聞

こえておりましたかね。ご感想とかご意見とかあればと思いますがどうでしょうか。亀井委

員お願いします。 

 

【亀井委員】 

先ほどのハンドブックの話ですが、内容を見させてもらって、内容は小学校の低学年向け

のような内容に感じておりまして、前回の親会で話題になりました、絵本の話で、今作り直

している内容ではあるんですけども、小学校前のこどもたちのためにも、文字でなくてもわ

かるような絵のようなものを考えてもらえるといいんじゃないかなと思います。 

より就学前のこどもにも権利について、少し理解ができるのではないかというようなこ

とを感じておりました。以上です。 

 

【川田座長】 

ありがとうございます。谷渕委員いかがですか。 

 

【谷渕委員】 

はい。実際 PTA 活動の中で、こどもまんなか活動を小学校の方でやっていまして、冬場

の長期休みの時に、こどもの居場所がないんじゃないかということで、私どもの方で考えた

のが、令和４年のまだコロナ禍だったんですけれども、町内の有志と保護者といろんなもの

を作ろうかと話したんですが、小学生を実行委員としまして、こどもたちが発案した冬のイ

ベントを作ろうと計画して、今 4 年の開催を続けております。 

毎回小学生の実行委員は変わりますので、今年度は小学校３年生が実行委員の最高学年

だったんですけれども、それはもう自由募集で、あと大人も保護者を自由参加としておりま

して、こどもたちはグラウンドでバームクーヘンを作りたいとか、雪像作りたいとか、大人

は餅つきをしたいとか、みんなしたいことをやりまして、地域の方々を巻き込んで、こども

たちのやりたいことを、大人が一生懸命実現するということをイベント化しております。 

その学校の支え方の良さというのは、平日の日中行っておりますので、保健の養護の先生

もおりますし、先生たちもいつもおりますので、先生たちも一緒に餅つきをして昼ご飯を一

緒に食べたり、地域の方たちも焚き火の見守りをしたりですとか、こどもたちのやりたいこ



- 20 - 

 

とを支えることによって、地域が繋がっているっていう活動を今現在続けております。以上

です。 

 

【川田座長】 

ありがとうございます。谷渕委員、ちなみに今のはどちらの話でしたかね。場所は。 

 

【谷渕委員】 

私、長沼町なんですけれども、長沼小学校の PTA 活動でやっております。 

 

【川田座長】 

ありがとうございます。今のお話は正にこどもたちの居場所を作るよということの実践

例ですね。そういうものもあるといいですね。実践例。できるところ、できないところある

かもしれないけど、アイディアが共有されると、「うちのところでもできるかもしれない」

っていうのが出てくるかもしれないので。 

今時結構お餅をつくのも難しくなってきているし、生の火を使うのも難しくなっている

けど、そこに小学校の先生も絡みながらというのはすごく魅力的な取組ですね。それこそ、

「こどもたちが意味のある参加」の本当に例ですよね。ありがとうございました。 

そうしましたら、割と活発にご意見いただきまして、時間がいい感じで経過をしておりま

す。またこれからも具体的なアイディアなども出していただきながら取りまとめに向かっ

ていければと思いますので、今日のところはこのぐらいにいたしまして、これで議題として

終わりですね。 

最後にその他、次回ワーキンググループについて（予定）を事務局から説明をお願いいた

します。 

 

【久保課長補佐】 

それでは、資料 5 になります。次回ワーキンググループでご議論いただきたい事項につ

いてでございますが、「こどもの権利の周知・普及啓発に係る国・道の取組の詳細について」

と「民間・公的相談機関の取組」について、ワーキンググループの中でご説明させていただ

きまして、ご意見をいただきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

【川田座長】 

では、内容につきましてよろしいでしょうか。 

次回はいつ頃というのは何かありますか。 

 

【久保課長補佐】 

ご相談させていただきます。 
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【川田座長】 

審議会の任期は今年５月となりますが、ここはどういう区切りになりますか。それと同じ

区切りですか。 

 

【久保課長補佐】 

その辺も含めて開催時期をご相談させていただきます。 

 

【川田座長】 

頻繁にあっても大変ですけれども、ある程度テンポよくやらないと忘れてしまいますの

で、遠からず日程調整などまた相談いただいてと思います。 

では、これで予定されていた議題は終了となりますので進行を事務局にお返しいたしま

す。 

 

≪閉 会≫ 

【久保課長補佐】 

川田座長、各委員の皆様大変お疲れでございます。これをもちまして、令和７年度第１回

こどもの権利擁護在り方検討ワーキンググループを閉会させていただきます。本日はあり

がとうございました。 

 

（以上） 

 


